宵から 降り出した 大雨 は、 夜 一 夜 を 降り 通した。 豪 

雨 だ …… その すさまじき 豪雨の 音、 そうして あらゆる 

たぎ - _ と 

方面に 落ち 激っ 水の 音、 ひたすら 事な かれと 祈る 人の 

おしせ \, ぉァ や，？' 

心 を、 有る限りの 音声 を もって 脅 すかの ごとく、 豪 

雨 は 夜 を 徹して 鳴り 通した。 

少しも 眠れなかった ごとく 思われた けれど、 一睡の 

夢の 間に も、 豪雨の 音声に おびえて いたの だから、 も 

とより 夢 か 現 かの 差別 は 判らない ので ある。 外 は 明 

るくな つて 夜 は 明けて 来た けれど、 雨 は 夜の 明けた に 

何の 関係 も 無い ごとく 降り続い ている。 夜 を 降り 通し 

た 雨 は、 又 昼 を 降り 通すべき 気勢で ある。 



でな かろう か。 自殺の 凶器が、 目前に 横たわった 時 は、 

もはや 身 を 殺す 恐怖の ふるえ も 静ま つ ている のでな か 

) ) ^ o 

ろう 力 

豪雨の 声 は、 自分に 自殺 を 強いてる 声で あるの だ。 

自分 はなお 自殺の 覚悟 をき め 得ない ので、 もがきに も 

がいてい るので ある。 

死ぬ とき まった 病人で も、 死ぬ までにな お 幾日 かの 

間が あると すれば、 その 間に 処 する 道 を 考えねば なら 

いちる 

ぬ。 いわん や 一縷の 望み を 掛けて いるもの ならば、 な 

おさら その 覚悟 の 中に 用意が 無ければ ならぬ。 

何 ほど 恐 怖 絶望 の 念に 澳 II しても、 最後の 覚悟 は必 



の 底 深く に、 力強い 騒ぎ を 聞く ような、 人 を 不安に 引 

き 入れねば やまない ような、 深 酷な 騒ぎが そこら 一 帯 

しんとう 

の 空気 を振蕩 して 起った。 

天神 川 も 溢れ、 竪川も 溢れ、 横 川 も 溢れ出し たので 

ある。 平和 は根& から 破れて、 戦闘 は 開始した の だ。 

ほ 力 

もはや 恐怖 も 遅疑 も 無い。 進むべき ところに 進む 外、 

何 を 顧みる 余地 も 無くなった。 家族に は 近い 知人の 

一 一階 屋に 避難すべき を 命じ 置き、 自分 は 若い者 三人 を 

しつ みさ だ 

叱して 乳牛の 避難に かかった。 かねて ここと 見定めて 

こうち 

置いた 高架 鉄道の 線路に 添うた 高地に 向って 牛 を 引き 

出す 手 害で ある。 水深 はなお 腰に 達しない くらいで あ 



# に 家族の 者が 逃げる 時に 消し 忘れた ものら しく、 

とち 

ランプが 点して 釣り下げ てあつた。 天井 高く 釣 下げた 

ランプの 尻に ほとんど 水が ついて おった。 床の 上に 

しょうゆ だる 

昇って 水 は 乳まで あった。 醬油 樽、 炭俵、 下駄箱、 上 

きくず 

げ板、 薪、 雑多な 木屑 等 有る と 有る ものが 浮いて いる。 

どろり とした 汚い 悪水が、 身動き もせず、 ひしひしと 

家 一 ぱいに 這 入って いる。 自分 はなお 一渡り 奥の 方 ま 

で 一 見しょう と、 ランプに 手 を 掛けたら、 どうかした 

拍子に 火 は 消えて しまった。 後 は 闇々 黒々、 身 を 動か 

せば 雑多な 浮流 物が 体に 触れる ばかりで ある。 それで 

も 自分 は 手探り 足 探りに 奥まで 進み 入った。 浮いて る 



家族の 逃げて 行った 二階 は 七 畳ば かりの 一 室で あつ 

た。 その 家の人々 の 外に 他よりも 四、 五 人 逃げて 来て 

おった。 七 畳の 室に 二十 余人、 その 間に 幼い もの 三人 

ばかり を 寝せ てし まえば、 他の 人々 はた だ 膝と 膝 を 突 

合せて 坐し おる ので ある。 

うち 

罪に 触れた 者が 捕縛 を 恐れて 逃げ隠れ してる 内 は、 

一刻 も 精神の 休まる 時が 無く、 夜 も 安く は 眠られない 

が、 いよいよ 捕えられて 獄中の 人と なって しまえば、 

気 も 安く 心も暢 びて、 愉快に 熟睡され ると 聞く が、 自 

分の 今夜の 状態 は それに 等しい ので あるが、 将来の 事 

はま だ 考える 余裕 も 無い、 煩悶 苦 II 決せん として 決し 



て も 七 寸とは 減じて いない。 水に 漬 つた 一切の 物い ま 

いくた ぴ 

だに 手の 着けよう がない。 その後 も 幾度 か 雨が 降った。 

乳牛 は 露天に 立って 雨た たきに されて いる。 同業者の 

消息 もよう やく 判って 来た。 亀 戸の 某 は 十六 頭 殺し 

た。 太平 町の 某 は 十四 頭 を、 大島 町の 某 は 犢十頭 を 

殺した。 わが 一家の 事に 就いても 種々 の 方面から 考え 

て 惨害の 感じ は 深くなる ばかりで ある。 

疲労の 度が 過 ぐれば かえって 熟睡 を 得られない。 夜 

中 幾度 も 目を覚 す。 僅かな 睡眠の 中に も 必ず 夢を見る。 

夢 は ザ J と) J とく 雨の 音 水 の 騒ぎ である。 最も 懊悩に 堪 

えな いのは、 実際 雨が 降って 音の 聞 ゆる 夜で ある。 わ 



い つ せき 

五十に 近い 身で、 少年少女 一夕の 癡談を 真面目に 回 

顧して いる 今の 境遇で、 これ を どう 考えたら ば、 ここ 

に 幸福の 光 を 発見す る ことができる であろう か。 この 

自分の 境遇に は どこに も 幸福の 光が 無い とすれば、 一 

少女の 癡 談は大 哲学で あると いわねば ならぬ。 人間 は 

苦しむ だけ 苦しまねば 死ぬ 事 もで きないの かと 思う の 

は 考えて 見る の も 厭 だ。 

手伝いの 人々 がいつ のまに か 来て 下に 働いて おった。 

屋根裏から 顔 を 出して 先生と 呼ぶ の は、 水害 以来 毎日 

手伝いに 来て くれる 友人であった。 

(明治 四十 三年 十 一 月) 
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